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 大室線エリア  

評価の視点 評価項目 
区域運行方式 

（実証運行） 

定時定路線方式 

（通常運行） 
評価 

サービス提供の視点 

（運行目的に応じたサービ

スが提供されているか） 

運行便数／日 
５.２便 

※７便まで運行可能 
５便 Ａ 

最大７便まで運行可能だが、

結果的に通常運行と同程度 

停留所 ５７か所 ５５か所 Ｂ 
停留所は利用者ニーズの高い

２か所を増設 

所要時間／便 片道３０分 片道５４分 Ａ 片道平均２４分短縮 

走行キロ／便 片道１３.０km 片道２３.５km Ａ 片道平均１０.５km 短縮 

予約 あり なし Ｂ 
電話予約が必要になり、利用

者に負担が発生 

運賃 １００円 １００円 Ａ 運賃は据え置き 

利用実態からの視点 

利用者数 

（８０日間） 
１,２００人 １,０７６人 Ａ 

利用者数が１１.５％増加 

高頻度の往復利用者が多い 

収支率 １０.０％ ７.４％ Ｂ 
２.６ｐｔ増加したが、委託

料算出方法見直しが必要 

利用者の満足度 
７割以上の利用者は、区域運行方

式の方が良いと回答 
Ａ 

項目別では、停留所、所要時

間の満足度が特に高い。 

将来の利用意向 
９割以上の利用者は、区域運行を

本格導入後も継続利用すると回答 
Ａ 

区域運行を本格導入しても、

継続利用が期待できる。 

今後の改善策 
・使用車両の小型化（ワゴン） 

・停留所を医療機関付近に新設 
－ － 
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